
（平成 22）2010 年度事業計画 

2010 年４月 1 日～2011 年 3 月 31 日 
ウッドマイルズ研究会 

 
１．今年度事業の基本的方針 

国土交通省住宅局の長期優良住宅先導事業、及び地域木造住宅市場活性化推進事業の採択事業者を中

心に、国産材や地域材の環境貢献度を明示するツールとして、ウッドマイルズを利用する関係者が増え

ている。また、木のまち・木のいえ整備促進事業や、公共建築物等における木材の利用の促進に関する

法案の成立（H22.5）など、行政を中心に建築物の木質化、国産材化という動きが加速している。 
これらの追い風を生かし、建築関係者に対するウッドマイルズの普及に力を入れると共に、森林認証、

フェアウッド、カーボンフットプリント等の木材に関する他の環境指標関係者とのネットワークを強化

し、木材の総合的な環境指標づくりに寄与する。 

 

Ⅰ．関連指標及びツールの開発事業 

 関連指標算出マニュアル及び算出プログラムは、現状の維持管理に努める。林野庁の「カーボンフッ

トプリント」プロジェクトおよびカーボンフットプリント制度商品種別算定基準（PCR）の動向、及び

森林総合研究所との共同研究の成果を踏まえ、改訂の内容についての検討を進める。 
Ⅱ．普及及びネットワークの形成事業 

「木材に関する環境指標の普及および統合（地球環境基金助成事業 H20～22 年度）」活動の最終年度

となる今年度は、2 年間の活動で得られた課題を踏まえて、木材の環境指標だけではなく品質も含めて

整理し、木造住宅設計者や工務店が、各地の実情に応じて自らの木材調達方針を積極的に作成できる「木

材調達チェックブック」の検討作成を行う。アンケート実態調査の実施、フォーラム（東京）・セミナ

ー（京都）の開催、ホームページ上での情報発信による意見・情報収集、及び平行して研究会関係者を

中心とした検討委員による３回の検討会を開催（東京）し、「木材調達チェックブック」（電子データ）

を完成させ、ホームページ上で広く情報発信する。また、算出技術者講習会の開催を主軸として、各地

の建築関係者に対するウッドマイルズの普及及び利用拡大に努める。 
Ⅲ．情報収集研究事業 
 森林総合研究所共同研究（申請中）実施予定。 
 
事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従 事

者 の

人数

受益対象者

の範囲及び

人数 

支出額 
（千円）

関連指標及びツ

ールの開発 
マニュアル・プログラ

ムの維持管理 
4/1～3/31 事務局 2 人 会員他多数 0

ウッドマイルズフォーラ

ム 2010 開催 
6/19 東京都 

（新木場）

14 人 参加者 100
名（見込） 

1,000

ウッドマイルズセミナー

2010 開催 
9 月中旬 
（未定） 

京都府 12 人 参加者 70 名 
（見込） 

570

算出講習会 4/1～3/31 事務局 
各地 

10 人 認定取得者

40 名（見込） 
200

ホームページ更新管理 4/1～3/31 事務局 1 人 関係者多数 0
ニュースレター配信 4/1～3/31 事務局 1 人 関係者多数 0
パンフレット発行 4/1～5/31 事務局 1 人 関係者多数 120

普及及びネット

ワークの形成 

木材調達チェックブック

検討作成 
4/1～3/31 事務局 10 人 関係者多数 1,100

情報収集研究 森林総合研究所共同研

究（未定） 
4/1～3/31 事務局 11 人 関係者多数 1,800

（※太字部分は、地球環境基金活動助成事業） 



２．「木材に関する環境指標の普及および統合」活動に関する今年度の具体的な活動内容 

 

（活動の概要） 

 昨年度（活動 2 年目）のフォーラム・セミナー・ケーススタディー調査から得られた課題を踏まえ、

木材の環境指標だけではなく品質も含めて整理し、木造住宅設計者や工務店が、各地の実情に応じて自

らの木材調達方針を積極的に作成できる「木材調達チェックブック」の検討作成を行う。アンケート実

態調査の実施、フォーラム（東京）・セミナー（京都）の開催、ホームページ上での情報発信による意

見・情報収集、及び平行して研究会関係者を中心とした検討委員による３回の検討会を開催（東京）し、

「木材調達チェックブック」（電子データ）を完成させ、ホームページ上で広く情報発信する。 

 

（木材調達チェックブックのイメージ） 

 木材利用者（自治体、建築事業者等）が、木材に関する様々な環境指標を知り、自らに相応しい木材

調達基準を創る上での参考書となるよう、なるべく分かり易いチェックブックを提供する。 
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（活動の実施方法とスケジュール） 

6 月 19 日／ウッドマイルズフォーラム開催（東京） 

     （外部有識者を交えた、木材調達チェックブック作成に関する公開討論会他） 

7 月中旬／「木材調達チェックブック」第１回検討委員会 

     （チェックブック素案、フォーラム開催結果反映、実態調査アンケート項目検討他） 

7 月下旬～9月上旬／木材の環境指標・品質管理実態調査アンケート実施、集計、分析 

（アンケート対象者は、地域材に関する制度を持つ自治体担当者、及び地域材を積極的に取

り扱っている地域グループを想定） 

9 月中旬／ウッドマイルズセミナー開催（京都） 

     （アンケート調査結果報告や外部有識者による講演を交えた、 

木材調達チェックブック作成に関する公開討論会他） 

10 月中旬／「木材調達チェックブック」第２回検討委員会 

     （セミナー開催結果の反映、チェックブック（案）内容決定） 

10 月下旬～12 月上旬／チェックブック（案）原稿作成、編集 

12 月中旬～2月上旬／ホームページ上にてチェックブック（案）に対する意見募集 

2 月中旬／「木材調達チェックブック」第３回検討委員会 

     （ホームページによる意見の検討を踏まえたチェックブックのとりまとめ） 

2 月中旬～3月中旬／チェックブック修正 

3 月下旬／チェックブック（電子データ）の公開（ホームページ上） 

 

 

 

木材の様々な環境指標 
のインデックスページ 

 
 

□ ■ □ 

■ □ ■ 

□ ■ □ 

木材の様々な環境指標 
の解説ページ 
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木材の様々な環境指標の

実際の使用者による 
実践事例紹介ページ 

 
□□京都府ウッドマイレージ 
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（検討委員会について） 

３回、事務局（東京）にて実施する。ウッドマイルズ研究会運営委員会も同日開催し、ＮＰＯ法人化

や一般社団法人化を含めて、今後の組織体制について検討する。検討委員構成員（案）は以下の通り。 

 

 研究会 氏名 所属 該当分野 

1 運営委員 藤原敬 (社)全国木材組合連合会常務理事 合法木材（フェアウッド）

森林認証（SGEC） 

2 運営委員 白石秀知 ＮＰＯ法人京都・森と住まい百年の会

事務局長 

自治体認証 

環境ＮＰＯ 

3 運営委員 野池政宏 住まいと環境社代表 環境、省エネ 

4 運営委員 三澤文子 ＭＯＫ-ｍｓｄ代表 建築設計 

5 運営委員 相馬秀二 下川町ふるさと開発振興公社クラス

ター推進部次長 

森林認証（FSC） 

建築設計 

6 運営委員 松下修 松下生活研究所代表 森林認証（FSC） 

建築（プロデュース） 

7 正会員   

8 正会員   

9 正会員   

10 正会員   

11 正会員   

12 正会員   

木材の環境指標、品質指標

の作成や運営、実務に携わ

る方 

13 事務局 滝口泰弘 ウッドマイルズ研究会事務局  

 

・委員は、委員会への出席と、木材調達チェックブック担当部分の原稿作成を行う。 

・委員会謝金無し。交通費は実費支給。原稿執筆料（2,000 円／400 字程度が上限）。 



Ⅰ　収入の部

１　会費・入会金収入

（１）年会費

・正会員個人　5,000円×110名=550,000 550,000

・正会員法人　30,000円×40社＝1,200,000 1,200,000

・賛助会員個人　3,000円×15名=45,000 45,000

・賛助会員法人　30,000×0=0 0

1,795,000

２　事業収入

（１）関連指標及びツールの開発事業

　１）建築物ウッドマイルズ関連指標算出マニュアル・プログラムの維持管理 0

（２）普及及びネットワークの形成事業

　１）フォーラム、セミナー開催

・ウッドマイルズフォーラム2010（東京） 150,000

・ウッドマイルズセミナー2010（京都） 150,000

・算出講習会（静岡、岐阜、神奈川、北海道、新潟） 200,000

　２）情報発信

・ホームページ情報更新、ニュースレター配信 0

・パンフレット2010、ウッドマイルズレポートサンプル2010発行 0

・ウッドマイルズ関連指標算出及びレポート編集発行 200,000

　３）「木材調達チェックブック」検討作成

・検討委員会、アンケート調査、原稿作成 0

（３）情報収集研究事業

・伐採木材の利用に係る炭素収支モデルの開発（森林総合研究所共同研究） 1,800,000

2,500,000

３　補助金・助成金収入

（１）環境再生保全機構（地球環境基金）

・「木材に関する環境指標の普及および統合」活動助成金 2,000,000

2,000,000

４　その他

（１）利息・雑収入 0

0

当期収入合計（Ａ） 6,295,000

前期繰越収支差額 1,955

収入合計（Ｂ） 6,296,955

Ⅱ　支出の部

1　事業費

（１）関連指標及びツールの開発事業

　１）建築物ウッドマイルズ関連指標算出マニュアル・プログラムの維持管理 0

（２）普及及びネットワークの形成事業

　１）フォーラム、セミナー開催

・ウッドマイルズフォーラム2010（東京）（地球環境基金活動助成事業） 1,000,000

・ウッドマイルズセミナー2010（京都）（地球環境基金活動助成事業） 570,000

・算出講習会（静岡、岐阜、神奈川、北海道、新潟） 200,000

　２）情報発信

・ホームページ情報更新、ニュースレター配信 0

・パンフレット2010、ウッドマイルズレポートサンプル2010発行 120,000

・ウッドマイルズ関連指標算出及びレポート編集発行 200,000

　３）「木材調達チェックブック」検討作成

・検討委員会、アンケート調査、原稿作成（地球環境基金活動助成事業） 1,100,000

（３）情報収集研究事業

・伐採木材の利用に係る炭素収支モデルの開発（森林総合研究所共同研究） 1,800,000

4,990,000

２　管理費

（１）事務局委託費（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾆｭｰｽﾚﾀｰ・運営管理・事務所使用料等一式） 1,200,000

（２）借損料（総会会場費はフォーラムに計上） 0

（３）旅費・交通費 10,000

（４）通信費 65,000

（５）支払手数料 20,000

（６）消耗品費 10,000

1,305,000

当期支出合計（Ｃ） 6,295,000

当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 0

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 1,955

金　　　額

（平成22）2010年度事業会計収支予算書

2010年4月1日から2011年3月31日

科　目　・　摘　要

ウッドマイルズ研究会


